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ぼくは、お父さんとお母さんのこと
を書きます。ぼくは、家ぞくのため

に、一生けんめいにはたらいてくれるお父さんが大すき
です。お母さんは、家ぞくのために、おいしいごはんを
作ってくれたり、ぼくがいっぱいあそんで、よごれたふ
くをお風ろで一生けんめいにあらってくれたりしている
ので、とてもうれしいです。
お父さんはたまにやきゅうをして、あそんでくれたり、

あそびにつれて行ってくれたりします。お母さんは、ぼ
くたちがやきゅうをしたり、あそんだりしている時に、
家を一生けんめいにそうじをしたり、おいしいごはんと
かを作ってくれたりしています。ぼくは、大人になった
ら、お父さんやお母さんのような大人になりたいです。
ぼくは、こんなお父さん、お母さんを、かっこいいと
思っています。二人はぼくのじまんです。
お父さんは、子どもの時、やきゅうぶに入っていまし

た。ぼくも、やきゅうぶに入って、ぜん国大会に出たい
です。お母さんが子どもの時は、プールやピアノをして
いたそうです。ならいごとをがんばっていたお母さんは、
すごいなと思います。ぼくは、まだ字をきれいに書けな
かったり、べんきょうが分からなかったりすることがあ
るので、お父さん、お母さんのように、がんばって頭が
よくなりたいです。
お父さんは、おこる時もあるけど、やさしいときもあ

ります。そんなお父さんが、大大大すきです。ぼくは、
お父さんとお母さんに、
「けっこんしてくれて、ありがとう。」と言いたいです。
なぜ、そう言いたいのかというと、二人のおかげで、ぼ
くは生まれることができて、今、楽しく生活できている
からです。お父さん、お母さん、
「本当にありがとう。」

賞 学校名 学年 氏　名

最優秀賞 邑智小 ２ 平　木　　　颯

優 秀 賞 大和小 ２ 田　原　紗　季

佳作 大和小 １ 浜　田　賢　志

佳作 邑智小 １ 原　　　楓　雅

佳作 邑智小 １ 松　岡　愛　夏

賞 学校名 学年 氏　名

●小学校中学年の部

最優秀賞

優 秀 賞

邑智小

邑智小

３

４

山　下　志　歩

果　瀬　暖　花

佳作 邑智小 ３ 岡　　　玲　奈

佳作 大和小 ３ 三　上　紗　季

佳作 大和小 ４ 宮　�　俊　輔

賞 学校名 学年 氏　名

●小学校高学年の部

最優秀賞 邑智小 ６ 林　　　優　莉

優 秀 賞

佳作

邑智小

大和小

６

５

満　尾　華　月

池　永　唯　香

佳作 邑智小 ６ 漆　谷　　　成

佳作 邑智小 ５ 佐　藤　立　平

佳作 大和小 ６ 高　橋　真　海

佳作

佳作

佳作

大和小

邑智小

邑智小

６

６

６

中　村　芯太郎

西　原　淳　心

松　原　由　季

●小学校低学年の部

賞 学校名 学年 氏　名

最優秀賞 邑智中 ３ 道　下　陽　菜

優 秀 賞 大和中 ２ 田　端　闘　威

佳作 大和中 １ 淺　原　　　舜

佳作 邑智中 ２ 川　角　未　夢

佳作 邑智中 ３ 直　井　康史郎

佳作 邑智中 ３ 中　迫　詞　音

佳作 大和中 ２ 永　妻　陽　介

佳作 邑智中 １ 藤　田　鈴　美

●中学校の部

美郷町内小・中学校では、福祉活動の推進
に取り組んでおられます。
町社会福祉協議会では、事業の一環として
福祉作文の募集をしました。色々な体験を通
しての素直な作品の応募を沢山いただきました。
審査の結果、次の方々が入賞されました。
その中で最優秀の作品を紹介いたします。

美郷町共同募金助成事業

平成28年度 小・中学校 児童・生徒

小学校低学年の部・最優秀賞

お父さんとお母さんにかんしゃのきもち
邑智小学校２年　平　木　　　颯
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私たち三年生は、ＪＡのみなさん
にあん内していただいて、三けんの農

家に見学に行きました。
その中には、私たちの給食に野さいをたくさん出して

くださっている梅田さんもおられました。給食の放送の、
「今日の美郷の食ざいしょうかい」でもよくしょうかい
されていたので、見学に行くのが楽しみでした。
行ってみると、梅田さんの畑がとても広くてびっくり

しました。その畑には、玉ねぎ、じゃがいも、とうもろ
こし、あずきなど、たくさんの野さいがありました。玉
ねぎは、四月と十月の二回に分けて、なえをうえるそう
です。この話を聞いて、一年中同じ野さいがたべられる
わけが分かりました。だから、給食にたくさん玉ねぎを
出してくださっているんだと思いました。
ほかにも、野さいがおいしいわけが分かりました。一

つ目は、いい土を作っておられること。ひりょうのほか

に、近くでかっている牛のたいひも使っておられました。
二つ目は、ひょう高が高いこと。朝と夜の気温のさが大
きいので、野さいがおいしくなるそうです。そして、一
番の理由は、農業がすきだということです。梅田さんは、
「たいへんだけど、食べる人がおいしいと言ってくれるか
ら楽しい。」と言っておられました。そして、食べる人の
ことを考えて、農薬をできるだけ使わないようにしてお
られることも分かりました。
私は見学してみて、農家の方が私たちのために、こん

な気持ちで野さいを作っておられることをはじめて知り
ました。こんな風にたんせいこめて作ってくださった野
さいなので、のこしたらもうしわけないと思いました。
そして、とれたてのおいしい野さいが食べられるのも、
地元の農家の方のおかげだと思いました。これからも、
感しゃしながら給食を食べたいと思います。

小学校中学年の部・最優秀賞

おいしい野さいをありがとうございます
邑智小学校３年　山　下　志　歩

私はこれまで障がいのある方に対し
て「かわいそう」とか「大変だろう
な」という思いをもっていました。。

でも、今年の夏、リオパラリンピックを見て、私の中に
あった障がいのある方への思いが変わって行きました。
私がパラリンピックのなかで興味をもった種目は、陸

上、水泳、卓球、車椅子バスケットボールの四つです。
陸上競技では、足や腕がなく、義足をつけて走っている
人もいました。バランスをとることも大変なんだけど、
選手は一生懸命だし楽しそうに見えました。水泳の背泳
ぎは、体全体を使ってドルフィンキックをしていました。
私も水泳をやっています。ドルフィンキックはとても大
変なのに体全体をうまく使ってやっている姿はすごかっ
たです。卓球では、球を足でつかみ、ラケットを口でく
わえてプレーしている選手もいました。車椅子バスケッ
トボールでは、車椅子に乗ってやっているけれど、ゴー
ルの高さもコートの面積も普通のバスケットボールと同
じだということが分かり、それでもシュートを入れてい
てすごいと思いました。
パラリンピック以外でも、道徳で車椅子テニス日本代

表の三木拓也さんについて勉強しました。三木さんは自
分の大切なラケットをたたき折ってしまうほど悔しかっ

たそうです。でも、障がいが残っていても自分の目標に
向かって一生懸命取り組んだそうです。障がいがあるこ
とを理由にせず、つらくても苦しくても目標に向かって
努力し続ける姿に心を打たれたし、かっこいいと思いま
した。
今までは、障がいのある方に対して「かわいそう」と

か、「大変だろうな」というマイナスの捉え方だったの
が、「すごいな」「かっこいいな」「頑張って欲しいな」と
いうプラスの捉え方に変わっていきました。
しかし、障がいのある方が生活をしていく中には難し

いこともあります。だから私達が声をかけ、助け合うこ
とが必要だと思います。私達一人一人が相手のことを思
いやることでみんな過ごしやすくなると思います。困っ
ている人を思いやり、助け合うことは障がいのある方だ
けではなく、お年寄りや小さな子ども、私達にとっても
大切なことです。自分の思いやりの気持ちを行動に移す
ことができるようになっていきたいです。私はパラリン
ピックを通して障がいのある方への思いも変わったし、
友達や周りの人への思いも変わりました。これからは、
自分の中にある思いやりを行動に移し、困っている人の
助けになれればいいなと思います。

小学校高学年の部・最優秀賞

パラリンピックを通して 邑智小学校６年　林　　　優　莉

七月二十六日に神奈川県相模原市
の障がい者施設から「刃物を持った
男が侵入」と通報があって、十九人の

死亡と二十六人の負傷が確認されました。この男は施設

の元職員で「辞めさせられて恨みがあった。」や「障がい
者なんていなくなればいい。」と話したそうです。
私はなぜこんなに多くの人が殺されたり負傷している

のだろうと疑問に思いました。ニュースを見てみるとそ

中学校の部・最優秀賞

障がい者施設の殺人事件から 邑智中学校３年　道　下　陽　菜
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「交通量が多い道路があります。そこに、歩道橋を作
ろうという計画が立てられました。設計図を描いてくだ
さい。」と言われた時、どんな設計図を描くでしょうか。
もちろん、車が下を通ることができる高さが必要であっ
たり、階段はできるだけ緩やかにしたりすることは考え
られると思います。しかし、そこに車椅子で通られる人
のことを思い浮かべ、スロープを作ったり、視覚障がい
をもっておられる方のことを思いやり、点字ブロックの
ある設計図を描いたりすることはできるでしょうか。今
後、誰もが幸せに感じられる・感じることができる社会
を作っていくことが、ますます重要になってくると思い
ます。
さて、福祉作文を書く意義は、日々の出来事や多くの

体験から、どんな時に、どんなことを幸せに感じたのか
を振り返ったり、地域や社会の中で課題であることを感
じとったりすることにあると思います。そして、何気な
い一日が家族や学校の友達・先生、さらには地域の方に
よって支えられたり、社会にある問題に気づいたりする
ことを通して、お互いを思いやる気持ちを育てることに
あると思います。
平成28年度の福祉作文コンクールには、小学校から19

点、中学校から８点の作品応募がありました。応募され
た児童・生徒の皆さん、本当にありがとうございました。
１月30日に福祉作文審査会を開催し、前半に小学校部

門の審査（低学年・中学年・高学年別）を、後半に中学
校部門（全学年）の審査を行いました。審査員から出た
感想は次の通りです。

◎小学校部門
・低学年の部では、友達と一緒に作物を育てることを通
して感じたことが、子どもらしい素直な表現で書かれ
ていた。また、一番身近な家族について振り返ること
を通し、温かな心のふれあいや感謝の気持ちが感じら
れる作品が見られた。

・中学年の部では、学校で行っている地域での学習を振
り返り、お世話になった方々への感謝の気持ちを表し
ている作品が多くみられた。さらに、様々な体験を通
して、自分自身の成長を感じるとともに、今後こんな
ことを行っていきたいという願いのある作品も見られ
た。地域の交流体験は、ふるさとの良さを改めて感じ

ることにつながっている。
・高学年の部では、家族への感謝・友達に対する思い・
地域の方との交流からの学び・パラリンピックからの
気づき等、例年以上に幅広い視点での作品があった。
多様な視点で物事を見るとともに、自分が何を思った
のか、考えたかなど内面の変化まで踏み込んで書かれ
た作品には、心を打たれた。

◎中学校部門
・施設を訪問したボランティア体験活動を通して、子ど
も達の福祉への興味・関心が高まった作品が多く見ら
れた。実際に行ったボランティア体験を通して、相手
を思いやる大切さや心の交流について中学生らしい表
現で書かれていた。

・職場体験等を通して、将来どんな職業につきたいのか
という思いや、今後の美郷の町づくりの視点が示され
た作品も見られた。また、社会で起きた事件について、
問題意識を持つことや自分のこととして考えることの
大切さを訴えた作品には、心を動かされた。

応募された作文は、作品集にすべて収録しています。
多くの皆様にお読みいただき、作品集が美郷町の「だれ
もが幸せに感じられる地域づくり・社会づくり」に資す
ることになれば幸いです。
最後になりましたが、ご指導いただきました各校の先

生方、また関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

■福祉作文の審査を終えて

の男が侵入した時間帯が夜中だったということで入所者
は寝ている時間帯だったということがわかりました。救
助隊の人が見た状況はすごく悲惨だったと言っていまし
た。負傷者は精神状態が良くなく、話せる状況ではない
とのことでした。私は無差別に人を殺した犯人が許せま
せん。辞めさせられたからといって殺すという行為にい
くというのはおかしいし、しかも関係のない障がい者の
人を狙うというのは本当におかしいと思います。「障が
い者なんていなくなればいい。」というふうに犯人は言っ
ているけど、元職員なのに何でそんなこと言うのだろう
と思いました。障がい者のお世話をすることが職員の仕
事のはずなのにと思いました。私は、差別だなと思いま

した。障がいをもってしまうことは大変なこともあるか
もしれないけど、障がいをもっている人も私達と同じ
「人」です。障がい者の人にとっては「お前なんかいなく
なればいい。」と言われているのと同じです。私がもしこ
んなことを言われたらたえられません。私達と障がい者
は違うところがあります。だからといって殺されたり、
いじめられたりするというのは間違っています。
このような事件が二度とおこらないためには、私達が

障がい者についてもっと学ぶことやこういう事件を想定
した訓練などが必要だと思います。私には関係ないとか
思わずに、皆が幸せになるために私達は何ができるかを
考えるべきだと思います。

平成28年度 福祉作文審査員

田 邊 哲 也 美郷町教育長

木 川 士 朗 美郷町健康福祉課課長

堀 尾 亮 介 美郷町立小中学校校長会代表

松 本 愼 二 美郷町共同募金委員会会長

安 田 兼 子 美郷町連合婦人会会長

寺 本 賢 司 美郷町内福祉施設関係者

磯 竹 洋 邦 美郷町社会福祉協議会事業委員会委員長



3月3日金曜日、浜原体育館・浜原隣保館で会員94名の32チームでペタンク交流会を開催しました。 
3人1組のトリプルスで、4チームづつ、8ブロックに分かれてリーグ戦を行いました。 
体育館では、コート数がいっぱいいっぱいで窮屈な中での戦いでしたが、終始、歓声や嘆声・拍手
などで、にぎやかな中、熱戦が繰り広げられました。 
「今日、初めて勝ちました。」と嬉しそうに言っておられました。 
全勝チームが4チームあり上位3チームが、表彰されました。 

多くの皆様から温かいご協力をいただきました。 
厚くお礼申し上げます。 

2,599,881円 一般募金 一般募金 
本年度、皆様から寄せられた共同募金を島根県共同募金会へ送

り、29年度、その寄付金の内約8割が助成事業として美郷町社
会福祉協議会へ助成されます。 
共同募金助成事業では次のような事業を実施しております。 
�地区社協・地区団体への助成　�高齢者・障がい者の交流事業 
�新生児お祝い事業　�小中学校入学卒業お祝い事業 など 

895,100円 歳末募金 歳末募金 
地域歳末募金につきましては、皆様から寄せられた寄付金を、今年度内に助成を受け、次のようなの事

業を実施いたしました。 
町内施設への訪問や町内の75歳以上のひとり暮らしの方のお宅へ、社協役員がそばおせち、しめ縄を持っ

て訪問させてもらいました。また、小学校就学前の幼児の方を対象にクリスマスプレゼントをお届けしま
した。 

お寄せいただいた義援金は「日本赤十字社」や 
「共同募金会」を通じて被災地へ送られます。 
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お問い合わせは、社協�75-1345までお電話ください。 

やってみよう!やってみよう!

酒を飲むときに添える食べ物のこと。「酒菜
（さかな）」の意で、「な」はおかずのこと。ちな
みに、酒の肴に魚肉を用いることが多かったの
で魚肉のこと、さらに魚類のことも「さかな」
というようになった。もともと魚は「うお」とい
い、現在でも「魚市場」「魚河岸」のように使
われる。 答え：③8種類 

第2回ユニバーサル交流事業 

この交流会は、高齢になっても障がいがあっても、大人でも子どもでも、 
みんなが一緒に参加できる活動です。 

定員30名。参加は無料です。参加希望の方は社協までお申し込みください。 

内　容 国際交流員2名を招き、本場の餃子づくりを習います!!

ばしょ みさと館 調理室 と　き 3月29日（水）10:00～ 

ル イ マ セ ナ ル ミ 

ハ レ ヒ メ ン ク ヨ 

ル ン ド ポ ロ サ キ 

カ カ コ ダ イ ダ イ 

ン デ ク ロ ペ カ ロ 

ベ ニ マ ド ン ナ イ 

イ ロ セ ト カ ハ ナ 

■今回の問題 

間違い探し。7つの間違いを探してみよう！ 

■前回の答え 
タテ・ヨコ・ナナメに読んだ中に何種類の柑橘類があるでしょう？ 
柑橘類の名前何種類知ってますか？ 

困った時は、お電話下さい。  社協事業・介護保険・相談・苦情 … �75-1345  夜間・休日 … 080-2890-8683
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